
 

 

 

 

 

1・17 阪神・淡路大震災を知っていますか？   

 
●今から 27 年前の 1995 年 1 月 17 日午前 5 時 46
分。淡路島北部の明石海峡を震源として、マグニチュード
7.3 震度７の兵庫県南部地震が発生しました。 
 
●右の写真からもわかるように、兵庫県南部を中心に地
震や火災による甚大な被害を受けました。駅のホーム、百
貨店、大きなビル等が大きく壊れ、地震の影響で町中に
火が燃え広がった地区もあります。道路・建物・公共交通
機関・インフラが完全にストップし、６千人を超える人々が
なくなりました。約 31 万人が避難所生活を余儀なくされ、
閉鎖まで 7 か月もかかりました。  
 
●近くの川西市・宝塚市・豊中市でも被害が出ました。能
勢においても家屋や屋根のひび割れなど被害がありまし
た。また、被災地から能勢に一時避難されるご家族もあり、
学校でも疎開児童生徒の受入をしました。ご親戚や知人
が被災された方もおられたかと思います。 
 

全校  避難訓練  「お・は・し・も・て」の原則  

●1 月 17 日、小学校も中学校も一緒に学校
全体で地震・火災の避難訓練をおこないまし
た。「緊急地震速報！大きな揺れが予想されま
す。注意してください。」「揺れがおさまりました
が、給食室から火災が発生しました。」「先生の
指示にしたがって、落ち着いて避難しましょう。」  
 
●「押さない・走らない・しゃべらない・もどらな
い・低学年優先」（お・は・し・も・て）の原則を
守り、〇〇に集合しなさい。  
 
●今回は、全校で集まるのを避けるため運動場
までの避難はせず廊下で集合しました。第一段

階として小学校 1 年生から中学 3 年生（写真は中学 3 年生教室の様子）まで、自分
の身を守る行動が素早くとれていたのはとても良かったです。今後、緊急時に自分がとる
べき行動を想定しながら心の準備をしておきましょう。そして、冷静に行動できるように危
機管理能力が備わるように「自分磨き」を続けてほしいと思います。  
 
●学校にいるときは、授業中、休み時間、トイレ中、給食中等いろんな時間帯が想定され
ます。家にいるときも就寝中、お風呂中、食事準備中等いろんな時間帯を想定して、いざ
という時の動きを考え、ご家族の方々と相談をしてきましょう。 
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節分とは、季節がわかれるときを意味し、季節の
変わり目、すなわち立春、立夏、立秋、立冬の前
日をさします。のちに、冬から春への季節の変わ
り目 が 新 年の は じめ を 意 味す るも の と して 大 切
にさ れ 、 立春 の 前日 だ け をさ すよ う に なり ま し
た。春を迎えるにあたり、邪気を払う意味もあり
ます 。 豆 まき は 病気 や 災 害を 追い 払 う 儀式 の 一
つと し て 中国 か ら伝 え ら れま した 。 自 分の 歳 の
数＋１だけ豆を食べ 1 年の無病息災を祈ります。 

能勢ささゆり学園  能勢小学校  学校だより  

【おにぎりプロジェクト・巻きずしプロジェクト 】  
27 年前。校長先生は久佐々小学校 5 年生を担任していました。近くの田んぼを借りて「米づくり」をしていたの
で、子どもたちと相談して「おにぎりを作って被災地に能勢のご飯を届けよう」というプロジェクトを行いました。5
年生が握ったおにぎりは 1000 個を越えました。当時の教職員で手分けして宝塚市すみれガ丘小学校や伊丹市
天神川小学校に避難されている方々に届けました。2 回目は給食調理員さんの発案で「巻きずし」を作って届け
ました。当時 、巻きずしの差し入れは珍しく大変被災者の方々に喜んでいただきました。子どもたちも自分たちが
育 てたお米が被災者の方 々の役に立 ってよかったと感 じる子が多かったです。自 分 たちにできることを考 え
て・・・・・。  
 



 

 

4 年生  道徳「ネコの手ボランティア」 自分たちにできることは？  

 
●先日、4 年生の道徳科の授業で「ネコの
手ボランティア」（主題名：奉仕の気持ち、
内容項目：勤労・公共の精神  学校だより裏ペ
ージに教材分転載しています）を学習して自分た
ちにできるボランティアは何だろうか？と考え
合いました。 
 
●1 学期に 4 年生社会科では「自然災害
からくらしを守る」という単元で地震からくら
しを守るために自分たちでできることを考え、
2 学期に学習発表参観で「防災」について
調べ発表しました。  
 
●南海トラフ地震について報道されることが
増えています。大人も子どもも一緒に考えて
「いざというときにどう行動するか？」をご家
庭でも話し合っておいてください。 

 
冬休み元気広場  テーマは「防災」 煙道・消火・テント・防災食体験  
●1 月 6 日 7 日に本校の小学生対象、子どもの居
場所づくり「冬休み元気広場」（主催：能勢町福祉
部・能勢町教育委員会）が本校の駐車場、校舎内
でおこわれました。講師は、豊中市北消防署能勢町
分署の皆さんと学校ボランティアの方々でした。大変
お世話になりました。  
 
●右写真の黄色のテント内に煙が充満する仕掛け
になっています。実際の火事を想定し、建物の煙の中
を歩く「煙道体験」をおこないました。ハンカチか服の
袖で口をふさぎ、低い姿勢で歩かないと出口にはた
どり着けません。５ｍほどの短い煙道でしたが、出口
にたどり着くまで相当長く感じました。  

 
●続いて、水消火器訓練です。「火事だ！」声を出し、
まず、大人とペアになって消火器のノズルのピンを抜
きます。ホースの先を持ち、ねらいを定めてレバー強く
握り、水が出始めたら火の根元を目がけて手前から
放水を続けます。実際の消火器からは粉末や液体
がたくさん出ますが、家庭用は 10 秒から 20 秒でし
っかり火元を確認して、火の根元をねらって噴射し
ないと火を消すことができません。  
 
 

●最後は、学校に保管している防災用のテントを張
る体験です。いざという時のために、学校には数多く
の防災用テントを備蓄しています。ワンタッチでテント
を張ることができ、コツさえ覚えれば、簡単に折りた
たむこともできます。2 人 1 組になってテント内で防
災食カレーとバナナをも食べました。貴重な体験が
できました。学校でも今回の取組を参考に次年度へ
つなげていきます。 

保護者のみなさまへ 
 
 
 

●新学期に入り、日本全国で新型コロナウイルス感染が急

拡大 し、保健所による調査方法が変わりました。濃 厚接触

者の待機期間も 14 日から 10 日へ変更され、直近では 7

日（状況により）に変更されました。  

●学校では、保健所と学校医と教育委員会と連携して感染

拡大防止に向けた新しい基準を適用し、日々、かつて経験の

ない新しい業務に奔走しています。  

 

●陽性者 ・濃厚接触者 ・本人や家族の体調が心配な家庭

等への学習支援 、個 別対応等を行いながら、全 校児童生

徒の学力保障の取組を展開しています。ご不便をおかけする

ことも多いかと存じますが、今しばらく、学校教育活動へのご

理解とご協力 、そして児童生徒への支援をよろしくお願い致

します。ご心配事がありましたら、どんなことでも学校に気軽

にご相談ください。                         （学校長）  

 

 

 



 

 

 



 

 

 
●4 年生が社会科・総合的な学習で作成した壁新聞  「能勢防災新聞」（4－1、４－２）。能勢町のことが大変よくわか

ります。能勢町から各家庭に配布されている防災マップとともに、家庭でも地域でも情報交換しながら防災について考え

るときの参考にしてください。（4 年生の許可を得て、掲載しています。）  

 



 

 

 

 
●教材文：「ネコの手ボランティア」  

 出典 ：4 年生  小学  道徳「生きる力」（日本文教出版）P138～Ｐ141  ご一読ください。  

 


